
⑴　東中学校の廃止（Ⓒ及びⒹは教室数の観点から対象外にするとともに、新たにⒺを追加する。）

　Ⓐ　東中学校区内に３つある小学校区域を、以下のとおり分散統合する。

・新狭山小学校通学区域　⇒　中央中学校
・富士見小学校通学区域　⇒　狭山台中学校
・御狩場小学校通学区域　⇒　山王中学校

　Ⓑ　東中学校区内に３つある小学校区域を、以下のとおり分散統合する。

・新狭山小学校通学区域　⇒　堀兼中学校
・富士見小学校通学区域　⇒　狭山台中学校
・御狩場小学校通学区域　⇒　山王中学校

　Ⓔ　東中学校区の全てを中央中学校に統合する。併せて、中央中学校区のうち奥富小学校通学区域を柏原中学校に編入するとともに、

　　　中央中学校区内を通る西武線を隔てて北側の区域（入間川東小学校通学区域の一部）を入間川中学校に編入する。

続・入間川地区の中学校の統廃合シミュレーション

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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　パターンごとの効果及び課題点（東中学校の廃止）

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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・新狭山小学校通学区域　⇒　中央中学校
東中学校区 ・富士見小学校通学区域　⇒　狭山台中学校

・御狩場小学校通学区域　⇒　山王中学校

中央中 中央中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）14

140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 120 （ 0 ） 144 （ 0 ） 149 （ 0 ） 153 （ 0 ） 124 （ 0 ） 150 （ 0 ）

4 4 4 4 4 5 4 4

134 （ 0 ） 140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 120 （ 0 ） 141 （ 0 ） 149 （ 0 ） 153 （ 0 ） 124 （ 0 ）

4 4 4 3 4 4 4 4

139 （ 0 ） 134 （ 0 ） 140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 147 （ 0 ） 141 （ 0 ） 149 （ 0 ） 153 （ 0 ）
4 4 4 4 4 4 4 4

413 （ 0 ） 417 （ 0 ） 403 （ 0 ） 407 （ 0 ） 437 （ 0 ） 443 （ 0 ） 426 （ 0 ） 427 （ 0 ）
12 （ 0 ） 12 （ 0 ） 12 （ 0 ） 11 （ 0 ） 12 （ 0 ） 13 （ 0 ） 12 （ 0 ） 12 （ 0 ）

狭山台中 狭山台中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）23

94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 92 （ 0 ） 82 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ） 229 （ 0 ） 192 （ 0 ）

3 3 3 3 7 6 7 6

91 （ 0 ） 94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 92 （ 0 ） 223 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ） 229 （ 0 ）

3 3 3 3 6 6 5 6

84 （ 0 ） 91 （ 0 ） 94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 208 （ 0 ） 223 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ）
3 3 3 3 6 6 6 5

269 （ 0 ） 266 （ 0 ） 267 （ 0 ） 255 （ 0 ） 665 （ 0 ） 655 （ 0 ） 661 （ 0 ） 619 （ 0 ）
9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 19 （ 0 ） 18 （ 0 ） 18 （ 0 ） 17 （ 0 ）

山王中 山王中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）21

126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 96 （ 5 ） 95 （ 2 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ） 99 （ 5 ） 98 （ 2 ）

4 3 3 3 4 3 3 3

91 （ 5 ） 126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 96 （ 5 ） 94 （ 5 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ） 99 （ 5 ）

3 4 3 3 3 4 3 3

107 （ 4 ） 91 （ 5 ） 126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 109 （ 4 ） 94 （ 5 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ）
3 3 4 3 3 3 4 3

324 （ 11 ） 312 （ 11 ） 317 （ 11 ） 286 （ 11 ） 338 （ 11 ） 327 （ 11 ） 332 （ 11 ） 295 （ 11 ）
10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 9 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 9 （ 2 ）

中1

中2

中3

H26 H27 H28 H29

中1

中2

中3

H26 H27

H28 H29

中1

中2

中3

H26 H27

H28 H29

中1

中2

中3

H26 H27

中1

中2

中3

H26 H27 H28

H28 H29

中1

中2

中3

H26 H27

H29

計

H28 H29

計

計計

計

計

東中学校の廃止Ⓐ

統合後

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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・新狭山小学校通学区域　⇒　堀兼中学校
東中学校区 ・富士見小学校通学区域　⇒　狭山台中学校

・御狩場小学校通学区域　⇒　山王中学校

堀兼中 堀兼中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）16

130 （ 2 ） 151 （ 8 ） 164 （ 3 ） 157 （ 2 ） 139 （ 2 ） 161 （ 8 ） 168 （ 3 ） 163 （ 2 ）

4 4 5 5 4 5 5 5

168 （ 3 ） 130 （ 2 ） 151 （ 8 ） 164 （ 3 ） 175 （ 3 ） 139 （ 2 ） 161 （ 8 ） 168 （ 3 ）

5 4 4 5 5 4 5 5

146 （ 8 ） 168 （ 3 ） 130 （ 2 ） 151 （ 8 ） 154 （ 8 ） 175 （ 3 ） 139 （ 2 ） 161 （ 8 ）
4 5 4 4 4 5 4 5

444 （ 13 ） 449 （ 13 ） 445 （ 13 ） 472 （ 13 ） 468 （ 13 ） 475 （ 13 ） 468 （ 13 ） 492 （ 13 ）
13 （ 2 ） 13 （ 2 ） 13 （ 2 ） 14 （ 2 ） 13 （ 2 ） 14 （ 2 ） 14 （ 2 ） 15 （ 2 ）

狭山台中 狭山台中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）23

94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 92 （ 0 ） 82 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ） 229 （ 0 ） 192 （ 0 ）

3 3 3 3 7 6 7 6

91 （ 0 ） 94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 92 （ 0 ） 223 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ） 229 （ 0 ）

3 3 3 3 6 6 5 6

84 （ 0 ） 91 （ 0 ） 94 （ 0 ） 81 （ 0 ） 208 （ 0 ） 223 （ 0 ） 234 （ 0 ） 198 （ 0 ）
3 3 3 3 6 6 6 5

269 （ 0 ） 266 （ 0 ） 267 （ 0 ） 255 （ 0 ） 665 （ 0 ） 655 （ 0 ） 661 （ 0 ） 619 （ 0 ）
9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 19 （ 0 ） 18 （ 0 ） 18 （ 0 ） 17 （ 0 ）

山王中 山王中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）21

126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 96 （ 5 ） 95 （ 2 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ） 99 （ 5 ） 98 （ 2 ）

4 3 3 3 4 3 3 3

91 （ 5 ） 126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 96 （ 5 ） 94 （ 5 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ） 99 （ 5 ）

3 4 3 3 3 4 3 3

107 （ 4 ） 91 （ 5 ） 126 （ 2 ） 95 （ 4 ） 109 （ 4 ） 94 （ 5 ） 135 （ 2 ） 98 （ 4 ）
3 3 4 3 3 3 4 3

324 （ 11 ） 312 （ 11 ） 317 （ 11 ） 286 （ 11 ） 338 （ 11 ） 327 （ 11 ） 332 （ 11 ） 295 （ 11 ）
10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 9 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 10 （ 2 ） 9 （ 2 ）

H29

H26 H27 H28 H29

H28

中1

H26

中3 中3

中1 中1

中1

H27

H26

H29H28

計

計

中2

中3

中2

中3

H27

H26 H26H29 H27

H27 H28 H26

H28

H29

中1 中1

計

中2

中3

H27 H28 H29

中2

計

計

計

中2

中2

中3

東中学校の廃止Ⓑ

統合後

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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東中学校区全域　⇒　中央中学校
　※中央中学校区内の奥富小学校通学区域　　　　　　　　　　　　　　　⇒　柏原中学校
　※中央中学校区内の西武線を隔てた北側区域（入間川東小学校の一部）　⇒　入間川中学校

中央中 中央中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）14

140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 120 （ 0 ） 144 （ 0 ） 171 （ 0 ） 156 （ 0 ） 160 （ 0 ） 144 （ 0 ）
4 4 4 4 5 5 5 4

134 （ 0 ） 140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 120 （ 0 ） 162 （ 0 ） 171 （ 0 ） 156 （ 0 ） 160 （ 0 ）
4 4 4 3 5 5 4 4

139 （ 0 ） 134 （ 0 ） 140 （ 0 ） 143 （ 0 ） 159 （ 0 ） 162 （ 0 ） 171 （ 0 ） 156 （ 0 ）
4 4 4 4 4 5 5 4

413 （ 0 ） 417 （ 0 ） 403 （ 0 ） 407 （ 0 ） 492 （ 0 ） 489 （ 0 ） 487 （ 0 ） 460 （ 0 ）
12 （ 0 ） 12 （ 0 ） 12 （ 0 ） 11 （ 0 ） 14 （ 0 ） 15 （ 0 ） 14 （ 0 ） 12 （ 0 ）

柏原中 柏原中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）16

108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 74 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ） 138 （ 0 ）
3 3 3 2 5 5 5 4

120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ）
3 3 3 3 5 5 5 4

102 （ 0 ） 120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 162 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ）
3 3 3 3 5 5 5 5

330 （ 0 ） 340 （ 0 ） 317 （ 0 ） 283 （ 0 ） 525 （ 0 ） 538 （ 0 ） 516 （ 0 ） 470 （ 0 ）
9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 8 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 13 （ 0 ）

入間川中 入間川中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）18

97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 103 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ） 158 （ 0 ）
3 3 4 3 4 5 5 5

104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ）
3 3 3 3 4 4 5 5

131 （ 0 ） 104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 185 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ）
4 3 3 3 5 4 4 5

332 （ 0 ） 313 （ 0 ） 326 （ 0 ） 332 （ 0 ） 492 （ 0 ） 473 （ 0 ） 475 （ 0 ） 485 （ 0 ）
10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 13 （ 0 ） 13 （ 0 ） 14 （ 0 ） 15 （ 0 ）

H29

H28H26 H27

中3 中3

H26 H27 H28 H29

中2 中2

H29

H29

計

中2

H28H26 H27

H26 H27

中3 中3

H27 H28 H29

中1 中1

計

H26

中3

中1

中2

中1

H28H26 H27

計

計

計

計

中3

中1

中2

H28 H29

中1

中2

東中学校の廃止Ⓔ

統合後

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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⑵　中央中学校の廃止

　Ⓐ　中央中学校区内に２つある小学校区域を、以下のとおり分散統合する。

・奥富小学校通学区域　　　⇒　東中学校
・入間川東小学校通学区域  ⇒　入間川中学校

　Ⓑ　中央中学校区内に２つある小学校区域を、以下のとおり分散統合する。

・奥富小学校通学区域　    ⇒　柏原中学校
・入間川東小学校通学区域　⇒　入間川中学校

　Ⓒ　中央中学校区内を通る西武線を境に、以下のとおり分散統合する。

・奥富小学校通学区域　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　⇒　東中学校
・西武線を隔てた北側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　入間川中学校
・西武線を隔てた南側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　東中学校

　Ⓓ　中央中学校区内を通る西武線を境に、以下のとおり分散統合する。

・奥富小学校通学区域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　柏原中学校
・西武線を隔てた北側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　入間川中学校
・西武線を隔てた南側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　東中学校

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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　パターンごとの効果及び課題点（中央中学校の廃止）

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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・奥富小学校通学区域　　　⇒　東中学校
中央中学校区

・入間川東小学校通学区域  ⇒　入間川中学校

東中 東中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）23

158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 119 （ 3 ） 234 （ 3 ） 193 （ 2 ） 204 （ 3 ） 183 （ 3 ）

5 4 4 4 7 6 6 5

142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 201 （ 3 ） 234 （ 3 ） 193 （ 2 ） 204 （ 3 ）

4 4 4 4 6 6 5 6

134 （ 2 ） 142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 194 （ 2 ） 201 （ 3 ） 234 （ 3 ） 193 （ 2 ）
4 4 4 4 5 6 6 5

434 （ 8 ） 430 （ 8 ） 432 （ 8 ） 393 （ 8 ） 629 （ 8 ） 628 （ 8 ） 631 （ 8 ） 580 （ 8 ）
13 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 18 （ 2 ） 18 （ 2 ） 17 （ 2 ） 16 （ 2 ）

入間川中 入間川中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）18

97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 103 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ） 177 （ 0 ） 183 （ 0 ）

3 3 4 3 5 6 5 5

104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 179 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ） 177 （ 0 ）

3 3 3 3 5 5 5 5

131 （ 0 ） 104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 210 （ 0 ） 179 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ）
4 3 3 3 6 5 5 5

332 （ 0 ） 313 （ 0 ） 326 （ 0 ） 332 （ 0 ） 550 （ 0 ） 532 （ 0 ） 530 （ 0 ） 552 （ 0 ）
10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 16 （ 0 ） 16 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ）

H26 H27 H28 H29

H26

H27 H28 H29H26

中1 中1

中2 中2

中3 中3

計 計

H26 H27 H28 H29 H27 H28 H29

中1 中1

中2 中2

中3 中3

計 計

中央中学校の廃止Ⓐ

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 

 

8



・奥富小学校通学区域　    ⇒　柏原中学校
中央中学校区

・入間川東小学校通学区域　⇒　入間川中学校

柏原中 柏原中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）16

108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 74 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ） 138 （ 0 ）

3 3 3 2 5 5 5 4

120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ）

3 3 3 3 5 5 5 4

102 （ 0 ） 120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 162 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ）
3 3 3 3 5 5 5 5

330 （ 0 ） 340 （ 0 ） 317 （ 0 ） 283 （ 0 ） 525 （ 0 ） 538 （ 0 ） 516 （ 0 ） 470 （ 0 ）
9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 8 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 13 （ 0 ）

入間川中 入間川中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）18

97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 103 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ） 177 （ 0 ） 183 （ 0 ）

3 3 4 3 5 6 5 5

104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 179 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ） 177 （ 0 ）

3 3 3 3 5 5 5 5

131 （ 0 ） 104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 210 （ 0 ） 179 （ 0 ） 161 （ 0 ） 192 （ 0 ）
4 3 3 3 6 5 5 5

332 （ 0 ） 313 （ 0 ） 326 （ 0 ） 332 （ 0 ） 550 （ 0 ） 532 （ 0 ） 530 （ 0 ） 552 （ 0 ）
10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 16 （ 0 ） 16 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ）

H27

H26 H27

H26 H29

H28

H28

H29

中3

計

H26 H27 H28 H29

計

中1

中2

計

計

中3

中3中3

中2

中2

中1

中1 中1

中2

H29H26 H27 H28

中央中学校の廃止Ⓑ

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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・奥富小学校通学区域　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ⇒　東中学校
中央中学校区 ・西武線を隔てた北側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　入間川中学校

・西武線を隔てた南側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　東中学校

東中 東中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）23

158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 119 （ 3 ） 247 （ 3 ） 219 （ 2 ） 220 （ 3 ） 208 （ 3 ）

5 4 4 4 7 6 6 6

142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 221 （ 3 ） 247 （ 3 ） 219 （ 2 ） 220 （ 3 ）

4 4 4 4 6 7 6 6

134 （ 2 ） 142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 219 （ 2 ） 221 （ 3 ） 247 （ 3 ） 219 （ 2 ）
4 4 4 4 6 6 7 6

434 （ 8 ） 430 （ 8 ） 432 （ 8 ） 393 （ 8 ） 687 （ 8 ） 687 （ 8 ） 686 （ 8 ） 647 （ 8 ）
13 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 19 （ 2 ） 19 （ 2 ） 19 （ 2 ） 18 （ 2 ）

入間川中 入間川中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）18

97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 103 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ） 158 （ 0 ）

3 3 4 3 4 5 5 5

104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ）

3 3 3 3 4 4 5 5

131 （ 0 ） 104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 185 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ）
4 3 3 3 5 4 4 5

332 （ 0 ） 313 （ 0 ） 326 （ 0 ） 332 （ 0 ） 492 （ 0 ） 473 （ 0 ） 475 （ 0 ） 485 （ 0 ）
10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 13 （ 0 ） 13 （ 0 ） 14 （ 0 ） 15 （ 0 ）

H26 H29

H26

H27 H28H26 H27 H28 H29

中1 中1

中2 中2

中3 中3

計 計

H26 H27 H28 H29

計 計

H27 H28 H29

中1 中1

中2 中2

中3 中3

中央中学校の廃止Ⓒ

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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・奥富小学校通学区域　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ⇒　柏原中学校
中央中学校区 ・西武線を隔てた北側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　入間川中学校

・西武線を隔てた南側区域（入間川東小学校通学区域の一部）　⇒　東中学校

柏原中 柏原中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）16

108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 74 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ） 138 （ 0 ）
3 3 3 2 5 5 5 4

120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 97 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ） 157 （ 0 ）
3 3 3 3 5 5 5 4

102 （ 0 ） 120 （ 0 ） 108 （ 0 ） 112 （ 0 ） 162 （ 0 ） 179 （ 0 ） 184 （ 0 ） 175 （ 0 ）
3 3 3 3 5 5 5 5

330 （ 0 ） 340 （ 0 ） 317 （ 0 ） 283 （ 0 ） 525 （ 0 ） 538 （ 0 ） 516 （ 0 ） 470 （ 0 ）
9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 9 （ 0 ） 8 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 15 （ 0 ） 13 （ 0 ）

入間川中 入間川中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）18

97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 103 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ） 158 （ 0 ）
3 3 4 3 4 5 5 5

104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 117 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ） 161 （ 0 ）
3 3 3 3 4 4 5 5

131 （ 0 ） 104 （ 0 ） 97 （ 0 ） 112 （ 0 ） 185 （ 0 ） 159 （ 0 ） 148 （ 0 ） 166 （ 0 ）
4 3 3 3 5 4 4 5

332 （ 0 ） 313 （ 0 ） 326 （ 0 ） 332 （ 0 ） 492 （ 0 ） 473 （ 0 ） 475 （ 0 ） 485 （ 0 ）
10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 10 （ 0 ） 9 （ 0 ） 13 （ 0 ） 13 （ 0 ） 14 （ 0 ） 15 （ 0 ）

東中 東中　※普通教室数（普通教室に転用可能な教室含）23

158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 119 （ 3 ） 171 （ 3 ） 156 （ 2 ） 160 （ 3 ） 144 （ 3 ）
5 4 4 4 5 5 5 4

142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 144 （ 3 ） 162 （ 3 ） 171 （ 3 ） 156 （ 2 ） 160 （ 3 ）
4 4 4 4 5 5 4 4

134 （ 2 ） 142 （ 3 ） 158 （ 3 ） 130 （ 2 ） 159 （ 2 ） 162 （ 3 ） 171 （ 3 ） 156 （ 2 ）
4 4 4 4 4 5 5 4

434 （ 8 ） 430 （ 8 ） 432 （ 8 ） 393 （ 8 ） 492 （ 8 ） 489 （ 8 ） 487 （ 8 ） 460 （ 8 ）
13 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 12 （ 2 ） 14 （ 2 ） 15 （ 2 ） 14 （ 2 ） 12 （ 2 ）

中1

中2 中2

H26 H27 H28 H29 H26 H27

H29

H27 H28 H29

H27 H28

H28 H29

中3

計

中1

中2

中3

H26

H26H27 H28

中2

H26 H27 H28 H29

中3

中3

中2

計

H26

中1

中1

中3

計

計

中1

計

H29

中3

計

中1

中2

中央中学校の廃止Ⓓ

統合後

統合後

統合後

注1）上段は生徒数、下段は学級数、（ ）内は特別支援学級で外数

注2）学級数は中学1年生は38人、中学2･3年生は40人で算出

注3）網掛け数字は、11学級以下の小規模校

注4）太字数字は、19学級以上の大規模校

注5）統合の時期は未定

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓑ 

堀兼中 
・耐震性が確保されている。 
・新狭山小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・通学距離が概ね長くなる。 

狭山台中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・狭山台小との小中連携の関係に影響がある。 

山王中 
・耐震性が確保されている。 ・適正規模の確保が難しい。（入曽地区中学校統廃合検討協議会で

規模の適正化に向けた協議を行っている。） 

Ⓔ 

中央中 

・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 
・体育館が比較的広い。 

・教室の数に余裕がなくなる。 

柏原中 

・小規模状態が解消される。 
・校舎が比較的新しい。 
・耐震性が確保されている。 
・冷暖房が整備されている。 

・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・耐震性が確保されている。 

・通学距離が概ね長くなる。 

 

 統合校  効  果 課 題 点 

Ⓐ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓑ 
柏原中 

・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 
・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 
・入間川東小の全卒業生が分散せずに同じ中学校に進学できる。 

・冷暖房が整備されていない。 
・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓒ 
東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
・通学区域が飛び地になる。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

Ⓓ 

柏原中 
・小規模状態が解消される。 ・柏原小との小中連携の関係に影響がある。 

・奥富地区の生徒が柏原地区に通学することへの地域感情が懸念
される。 

入間川中 
・小規模状態が解消される。 ・冷暖房が整備されていない。 

・通学距離が概ね長くなる。 

東中 

 ・校舎が比較的古い。 
・耐震性が十分でない。 
・冷暖房が整備されていない。 
・体育館が比較的狭い。 
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